
受診の手引き 

必ずお読み頂き確認をお願いします 

安全に人間ドック・健康診断を受けていただくために、当日の体調または病気や経過観察状況等により検査項目の一部または全

部が中止となる場合があります。治療中や経過観察中の方は、事前に主治医へご相談ください。 

検査の一部または全部が中止となる場合について 

病
気
後
の
方 

■ 脳疾患（脳梗塞、脳血管疾患等）発症後または術後、開胸術・開腹術後、胸・腹腔鏡下手術後6ヶ月以内 

■ 心疾患（心筋梗塞・狭心症等）発症後または術後、内視鏡下術後3ヶ月以内 

但し、全大腸内視鏡検査を受ける方は6ヶ月以内 

■ その他の部位の手術は1ヶ月以内 

 上記期間経過後であっても人間ドック受診・健康診断について必ず主治医にご相談ください 

当
日
の
体
調
等 

■ 発熱や体調不良、感染症（結核・インフルエンザ・感染性胃腸炎・その他流行性疾患等）が疑われる場合 

■ 糖尿病で血糖コントロール不良 

■ 通院中の病気や検査結果により医師が総合的に検査不可と判断した場合 

女

性

の

方 

■ 妊娠中：産後6ヶ月経過後にご受診ください 

■ 妊娠の可能性がある：受診できない検査がありますので事前にお問い合わせください 

■ 月経中：子宮頸がん検査や便潜血検査は実施致しません 

■ 授乳中：胃カメラ検査は、鎮静剤による母乳への影響を考慮して24時間の断乳が必要です 

■ 以下の方はマンモグラフィ検査は実施いたしません 

・ 妊娠中または妊娠の可能性がある ・ 授乳中 ・ 断乳後6ヶ月以内 

・ 豊胸術後（シリコン・生理食塩水バック挿入、脂肪・ヒアルロン酸注入等）または除去後、乳房再建術後 

※乳房超音波検査においても検査制度が低下する場合があります 

  ・ 胸部にペースメーカー・シャントチューブ・ポート等の医療機器を挿入中の方 

そ

の

他 

■ 内視鏡検査を受けられる方 

・ 血圧が高い 収縮期（上の血圧）180mmHg以上 または 拡張期（下の血圧）110mmHg以上 

・ 薬の作用で検査中の著しい体動や、内視鏡を自己抜去しようとする等の脱抑制行為が生じることがありま

す。その状況では、検査台からの転落や先行等の危険性があがるため、安全を最優先し、医師の判断により

検査を中止させていただく場合があります 

■ 体重120kg以上の方 

機器の誤作動を招く恐れがあるため体重制限を設けております。事前にお問い合わせください 

■ 80歳以上の方 

安全面を考慮して胃バリウム検査、全大腸内視鏡検査は実施いたしません 

事前に確認が必要な検査について 

■ 大動脈瘤・解離、頚動脈狭窄・閉塞で治療中・経過観察中 

胃カメラ・胃バリウム、大腸内視鏡検査等負荷のかかる検査は主治医への確認が必要です 

■ 透析中 必ず透析の翌日にご予約ください ※胃バリウム・大腸内視鏡検査は不可 

■ インスリンポンプ、持続グルコース測定器を使用中 

放射線検査（胸部X線・胃バリウム・胸部CT・マンモグラフィ・骨密度等）や頭部MRI+MRAをご受診の際は 

取り外しが必要です。事前に主治医へご確認ください 

■ ICD（植込み型除細動器）・CRT-P（両心室ﾍﾟー ｼﾝｸﾞ機能付きﾍﾟー ｽﾒｰｶｰ）・CRT-D（除細動器付きﾍﾟー ｽﾒｰｶｰ）等 

体内に医療機器挿入の場合 頭部MRI+MRA、CT、マンモグラフィ、骨密度、体組成測定はできません 

■ 館内での自力歩行・更衣等が困難な場合や通訳、手話での会話が必要な方は必ず付きそいの方とお越し下さい 
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